
 

令和４年度第 1回 

地域ケア地区会議のご報告 
9月 8日に令和 4年度第 1回地域ケア地区会議を開催しました。 

今回は、「認知症の早期発見・早期支援につなげられるまちづくり」～早期発見のメリットって

なぁに？～をテーマに明祥プラザ多目的ホールにて、町内会、民生委員、医療、福祉関係機関、

行政機関等 51名の方にご参加いただきました。 

 

明祥地区は、安城市内で高齢化率が最も高く、地域包括支援センターひがしばたには、認知

症を理由とした介護保険の申請や相談も多く寄せられています。しかし、その多くは進行して

からの相談が多いのが現状です。 

 

そのため今回は、八千代病院内にある愛知県認知症疾患医

療センター・安城市認知症初期集中支援チームのお二人を講

師にお迎えし、認知症の進み方、症状や治療、症状に応じた対

応方法や本人の気持ち、受診相談の流れ等をお話していただ

きました。 

また、参加者の皆様には、隣の席の方と「認知症かなと思われ

る方を見かけたり相談を受けたことはあるか、もし見かけたり

相談をされたらどんなことができるか」等を話し合っていただ

きました。積極的に関わることには抵抗はあるが、相談先を伝

えることはできる、といった意見がありました。 

 

会議の最後には、深津医院の深津敦司先生、榊

原歯科クリニックの榊原章一先生、鈴木薬局薬

剤師の中野美里様にご講評をいただきました。 

 

認知症を身近なこととして捉え、早い段階で受診、相談し、

認知症があっても住み慣れた町でいつまでも住み続けら

れる地域を目指していけたらと思います。 
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認知症は早期発見・ 

  早期対応が大切 
早期発見・早期対応のメリット 
    治療可能な認知症、認知症に似た病気の場合には、適切な治療により完治する、あるいは症

状を軽減することができます。 

    認知症の原因やタイプを見極め、早期に治療を開始することで、進行を遅らせたり、症状を

緩和できる可能性があります。 

    早期に正確な診断ができることで、適切な介護サービスを受けたり社会的理解を得ることが

できます。また、生活上のトラブルを減らすことも可能です。 

    症状が軽いうちに、本人が家族とともに、これからの生活について考えることができます。 

 

認知症に関する医療機関 
〇かかりつけ医 

 

〇八千代病院愛知県認知症疾患医療センター         33-5556 

 【事前予約・相談】 月曜日～金曜日 午前９時～午後４時３０分 

             第２．４．５土曜日 午前９時～午後０時３０分 

 

〇安城更生病院 脳神経内科       75-2111(代表) 

【受付】  月曜日～金曜日 午前８時～午前１１時 

 

〇国立長寿医療研究センターもの忘れセンター外来(大府市)        0562-46-2547 

 【事前予約】 月曜日～金曜日 午後１時～午後４時(休診日除く) 

 

〇愛知県若年性認知症総合支援センター(大府市)        0562-45-6207 

【電話相談】 月曜日～土曜日 午前１０時～午後３時(祝日、年末年始を除く) 

来所・訪問相談は事前予約必要 

※若年性認知症とは、６５歳未満で発症する認知症のことをいいます。 

認知症は誰もがかかる可能性があります。疑わしい症状が現れても

「年だから仕方がない」「もともとの性格だから」と見逃しがちです。 

「もしかして認知症？」と思ったら早めにかかりつけ医か専門医療機

関を受診しましょう。 


